
平成２９年度地方創生交付金活用事業の評価結果について 

企画政策部 

１ 評価の概要 

本市では平成２９年度に国の地方創生推進交付金及び地方創生拠点整備交付金を活用   

 して事業を実施した。 

地方創生の推進に当たっては、客観的な評価指標となる重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

を設定し、効果的なＰＤＣＡサイクルの確立が求められている。 

このことから、外部有識者等で構成する、君津市「まち・ひと・しごと創生」有識者 

会議を開催し、事業の効果検証を実施したので結果を公表する。 

２ 評価方法 

商工団体・大学・金融機関等で構成する君津市「まち・ひと・しごと創生」有識者会

議委員による外部評価。 

３ 評価結果 

別紙「地方創生交付金活用事業の評価結果」のとおり 

４ 今後のスケジュール 

５月下旬 市ＨＰにて公表
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① ② ③ ⑤

事業費
（実績値）

本事業終了
後における実
績値

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値

事業効果（対ＫＰＩを基本に判断）
　Ａ：目標とする成果が得られた。
　Ｂ：概ね目標とする成果が得られた。
　Ｃ：目標の半分程度の成果が得られた。
　Ｄ：目標とする成果があまり得られなかった。
　Ｅ：目標とする成果が得られなかった。

有効性
　Ａ：目標達成に有効な事業といえる。
　Ｂ：目標達成に有効な事業とはいえない。 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
観光入込
客数

3,474 千人 H31.3 2,960
Ｃ評価

※複数人で評価し、最も多かったものを採用。

Ａ評価

※複数人で評価し、最も多かったものを採用。

指標②

指標③

指標④

指標⑤

⑦

交付対象事
業の名称

交付対象事業の概
要

指標

地方創生交付金活用事業の評価結果（地方創生推進交付金）
④ ⑥

1

世界に一番
近い「ＳＡＴ
ＯＹＡＭＡ」
プロジェクト

（予算事業
名：地方創
生広域連携
事業）

【事業目的】
東京オリンピック・パ
ラリンピックが開催
される2020年に向
けて、地域資源を活
かした取組を広域
連携で進め、世界
の「ＳＡTOYAMA」と
して観光地のブラン
ド化を図り、地域経
済の活性化を目指
す。

【事業内容】
①清水渓流広場の
補修用材木購入
②体験型観光に係
る備品購入及び
マーケティング調査
③期間限定バス路
線の運行
④（交付金対象外）
Free Wi-Fi SPOTの
整備
⑤観光おもてなしセ
ミナーの開催
⑥ジビエ等の商品
開発
⑦有害鳥獣捕獲の
民間委託

23,745,054

No

事業内容の
見直し（改
善）

個々の事業が相互に関
連し合い、最終的に里
山の魅力へと繋がって
いくようコンセプトを再
度、共有しながら実施し
ていく。

主な意見等

・観光客おもてなしセミナーは観光客目線を強く意識して取り組んでおり評価
できる。

・観光入込客数が減少している。SNS人気は一過性のものなので、それに過
度に依存するのは危険である。持続的な観光のあり方について長期的視点に
立って検討する必要がある。

・清水渓流広場の補修を実施したことや体験型観光に力を入れていることを
評価します。

・滞在型が地域内の人の流れを促進させるキーワードになると思われるが、そ
の視点が本事業の中に見られない。

・事業をやっただけでなく、その後の効果と波及状況を把握していくべきだと思
う。

・もっと中房総の里山をめぐるコンセプトを定め、地域資源の魅力化を膨らま
せる構想を練った上で、進行中の諸事業を位置付け直し、広域連携を作り出
していくことが問われるのではないか。

・里山をめぐるコンセプトは、観光や有害鳥獣対策のみならず、健康・教育・農
業・都市計画・起業など多方面との関わりがあり、多くの人たちを巻き込みうる
ものだけに、さらなる練り込みが必要である。

・広域連携はとても重要なので、これらのコンセプトを共有しながら、有機的な
役割分担が図られることを期待したい。この広域連携は、地方創生のみなら
ず、今後の中房総地域にとって必要不可欠であることも理解されたい。

本事業における重要業績評価指標（KPI） 外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後につい

て



① ② ③ ⑤

事業費
（実績値）

本事業終了
後における実
績値

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値

事業効果（対ＫＰＩを基本に判断）
　Ａ：目標とする成果が得られた。
　Ｂ：概ね目標とする成果が得られた。
　Ｃ：目標の半分程度の成果が得られた。
　Ｄ：目標とする成果があまり得られなかった。
　Ｅ：目標とする成果が得られなかった。

有効性
　Ａ：目標達成に有効な事業といえる。
　Ｂ：目標達成に有効な事業とはいえない。 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
改修施設に
おける年間
売上

7,583 千円 H32.3 0
Ｄ評価

※複数人で評価し、最も多かったものを採用。

Ａ評価

※複数人で評価し、最も多かったものを採用。

指標②

指標③

指標④

指標⑤

地方創生交付金活用事業の評価結果（地方創生拠点整備交付金）

事業内容の
見直し（改
善）

事業自体は単年で終了
したものになるが、入居
事業者が早期に営業で
きるよう準備するととも
に、地域の意見を取り
入れながら持続可能な
体制を整備していく。

主な意見等

・君津市久留里観光交流センターの利用者の声を反映し、飲み物や軽食を提
供できるように厨房施設を改善するとともに利用者に周知するためのオープン
テラスの設置を進めていることを評価する。

・一般的な飲食物の提供に留まるのであれば、持続可能な取り組みとなって
いくのかどうかが疑わしいところも出てくる。いかなる創意工夫の下に環境を
整備し、どのようなターゲット層に飲食物を提供していくのか、さらに踏み込ん
だ取り組みにしていく必要があると思われる。地域で稼げる体制づくりにする
ためには、担い手に何をしてもらいたいかをもっと練ることが求められる。

・機会ロスしないように事業者の決定を含めスピードアップを期待します。

・平成２９年度事業ながら、年度内の出店する事業者を確保できていない状況
は、効果が得られていないのではないか。

・事業者ではなく地元の住民やNPOがスタッフとして働くことで、地域の活性化
に繋がることもある。

・集客のためのソフト事業がどのようなことが行われているのか、参入者は既
存の企業から新たな起業者まで幅広い可能性があると思われるが如何なる
担い手を想定しているのか、といったことを含め、本施設の活用を考えていく
べきである。

⑥ ⑦

交付対象事
業の名称

交付対象事業の概
要

本事業における重要業績評価指標（KPI） 外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後につい

て

指標

2

稼げる観光
地づくりプロ
ジェクト（久
留里観光交
流センター）

（予算名：稼
げる観光地
づくりプロ
ジェクト）

【事業目的】
久留里観光交流セ
ンターに飲食店が
入居できるよう改修
し、収益性・集客力
を高める。

【事業内容】
①調理スペースの
改修（ロフト設置）
②オープンテラスの
整備（日よけ暖簾、
テーブルチェアセッ
ト購入）

No

④

833,040


